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　子どもたちが，園・学校という新たな“社会環境”
でそろそろ日常を手に入れる時期になりました．入
園児にとっては，それまで主な生活環境であった家
庭環境からの旅立ちの時期でもあります．6 月号の
特集企画は，そんな季節感を感じさせる「園医・学
校医の現状と展望」です．
　人生初の社会環境とも言える園・学校環境におい
て，子どもたちの健康と安全を守る園医・学校医の
責務は重大です．この特集企画を通じて，小児医療
のアイデンティティー・使命について改めて考えさ
せられました．
　広い守備範囲，タイムリーな介入，予防医療的な
心構え，家庭や行政との連携．本特集のいずれの記
事も，これらのキーワードを実感させられる内容で
す．小児医療の縮図がそこにあると感じました．そ
の意味で，「アレルギー疾患をもつ子どもへの対応」
にあった“子どもが不自由のない生活を送れるよう
に”という視点は，小児医療の本質を突く表現とし
て印象に残りました．
　小児医療のキーワードのひとつとして臨界期があ
ります．多くの病態，疾病において，治療機会を逸
さず適時の介入を行うためには園医・学校医の存在
が不可欠です．例えば，幼少期は視覚機能の発達が
著しい時期であり，眼科健診は大きな意義を持ちま

す．見逃されやすい問題を早期に拾い上げるための
運動健診・側弯症健診も同様です．また，「肥満・や
せへの対応」も適時介入の機会を逃さないという小
児医療の原則を再認識させられるテーマです．
　平時から事故，災害，感染症アウトブレイクに備
え，策を講じ，事あれば適時に対応することも小児
医療の守備範囲です．創造力をもって重大事態を予
見，予防することの重要さを考えさせられるテーマ
です．
　小児医療における「疾病構造変化」の代表例は，
心の問題の増加です．不登校，いじめ，虐待の増加
も看過できません．また，性に関する問題も，相談
しづらく，大人も教育を受けていないため，対応が
難しい領域です．メンタルヘルスを含めた思春期医
療も重要性を増している領域です．また，デジタル
デバイスの使用実態と依存も大きな社会問題となっ
ています．これらの問題の多くが学校を舞台として
いることは明らかです．専門家の方々に園医・学校
医がなすべきこと・できることを解説頂きました．
　園・学校環境の危うさと存在意義が，共にこの特
集に表現されています．小児科医が果たすべき役割
の広がりを実感していただければ幸いです．

� （高橋　孝雄）
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